
【令和７年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都弱視教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

Ⅱ 授業研究 

本研究会では年２回授業研究を行い、研究主題に迫るための協議を重ね
ています。今年度は、目と手の協応性を高める指導の在り方について、研究を
進めています。 

講師：帝京平成大学 人文社会学部  教授 田中 良広 様 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

第 1 回 令和７年７月 7 日(月) 葛飾区立住吉小学校  
授業者 主任教諭 長 央 

題材名：「カッターナイフをつかって線にそって切ろう」 
目  標 ・直線に沿って切りやすいカッターナイフの 

持ち方を身に付ける。 
・カッターナイフを正しく使い、直線に沿って 
切る。 

Ⅲ 講演会 

 

令和 7年度研究テーマ「弱視児童・生徒の自立活動に関する指導内容・方法の研究」 

―目と手の協応性を高める指導の在り方― 

  東京都弱視教育研究会は、都内の都立盲学校４校、筑波大学附属視覚
特別支援学校、都内弱視通級指導学級 12 校（小学校９校、中学校３校）
により構成され、弱視児童・生徒が視覚障害による学習上又は生活上の困
難を主体的に改善・克服する力を身に付けられるよう効果的な指導内容・
方法について研究テーマを設定して研究活動を行っています。 

○記念講演 
令和７年４月 21 日(月)  
演題：「弱視教育の基本の「キ」」 
講師： 淑徳大学 総合福祉部 教育福祉学科  

教授 青木 隆一  様 
内容：・弱視教育とは 

       ・弱視とロービジョンとの違い 
・弱視の特徴と見え方 
・もの言わぬ弱視 
・弱視教育の基本的対応 

○施設見学 
令和７年 7 月 23 日(水) 
場所：「日本点字図書館」 

「日本点字図書館附属池田輝子記念 ふれる博物館」 
内容： 点字図書館の概要、施設内(バックヤード含)見学 
      視覚補助用具の販売店見学 
      「ふれる博物館」では展示作品を触って鑑賞しました。今

回は第 6 回企画展「キャラクターをさわろう 正義と平和
と愛のキャラクターに触れる」を通して、点字や音声だけ
では伝えきれない触覚情報から「ふれて知る愉しみ」を
味わいました。 

〇講演会 
令和７年 12 月１日(月) 
演題：「弱視児童・生徒の自立活動に関する指導内容・方法の

研究～目と手の協応性を高める指導の在り方」 
講師： 愛知教育大学 教育科学系 特別支援教育講座 

  准教授 相羽 大輔 様 
内容：・発達心理学の自己理解モデル 
     ・弱視児の自己理解の発達様相 
     ・支援ニーズの理解と発達について 
     ・視覚活用の発達と指導 

       ・目と手の協応の指導の観点 

第 2 回 令和７年 11 月１0 日(月) 新島村立新島小学校 
        授業者 主任教諭 原島 竜 
題材名：「ミシンで広がる、ぬい方の基本とわたしの 

ものづくり」 
目  標 ・安全に配慮しながら、ミシンの基本的な 

操作方法を身に付ける。 
       ・布の端に沿って、一定の速度で直線縫いを 

行う。 
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Ⅳ 研修会・研究発表 

 

Ⅴ 調査研究 

 

＜令和７年度連絡先＞ 

団体名 東京都弱視教育研究会 

代表者 

所属 江戸川区立松江第一中学校 

職 氏名 校長 瀬戸 完一 

連絡先 ０３−３６５２−０１９７ 

事務局 

所属 江戸川区立松江第一中学校 

職 氏名 主任教諭 轡田 佳子 

連絡先 ０３−３６５３-２２４１ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

 

https://tojyakushi.moo.jp/ 

 

 

◇第１回 専門性向上研修 
令和 7 年 5 月 12 日(月)  
演題：「単眼鏡の指導の実際」 
講師：世田谷区立笹原小学校 主任教諭 豊田 裕美 

  内容：単眼鏡の使い方を体験型ワークショップを通して、学びました。 
 
◇第２回 専門性向上研修 

令和７年 7 月 23 日(水)  
演題：「目と手の協応性を高める教材について」 
講師：都立八王子盲学校 主任教諭 工藤克明 教諭 岡本裕美 
講師：都立久我山青光学園 教諭 東梨香子 
講師：都立文京盲学校 教諭 岩田優希 教諭 吉野美保 
講師：都立葛飾盲学校 主幹教諭 丹羽弘子 教諭 森本和佳菜 
内容：各校の実践事例紹介 
 

◇第 3 回 専門性向上研修 
令和 7 年１０月 ６日(月) 
演題：「中学校の弱視通級指導学級について  」 
講師：練馬区立開進第三中学校 主任教諭 熱海 弥恵子  
内容：自己理解と学習方法の確立について 

       視覚認知を高める指導についての実践事例 
 
◇第６6 回弱視教育研究全国大会（横浜大会） 

開催期間：令和 7 年 12 月 12 日（金）～１２月 13 日（土） 
研究主題： 
(1)弱視幼児・児童・生徒の特性を生かした指導の在り方を考える。 
（２）弱視幼児・児童・生徒に対する専門的指導を通して、特別支援教 

育における弱視教育を考える。 
実践報告話・題提供：「東京都弱視教育研究会の活動と指導の実際」 
主催：日本弱視教育研究会 

  後援：文部科学省、全国盲学校長会 
社会福祉法人日本盲人福祉委員会 
関東甲信越地区盲学校長会 
横浜市教育委員会、横浜市特別支援学校長会 
東京都弱視教育研究会 
神奈川県弱視教育研究会 

 ◇「目と手の協応性を高める指導の在り方」（研究推進担当） 
対象：都内盲学校・筑波大学付属視覚特別支援学校 

都内弱視通級指導学級 
方法：アンケート調査（記述式） 

目と手の協応性を高めることを目的に各学校、学級で実践
されている指導内容や使用教材、指導のねらいについて 

Ⅵ 資料提供 

 本研究会所属校の事例を共有することで、弱視教育に関する
知識・実践経験の蓄積を大切にしています。 

◇令和７年５月 12 日（月） 
〇足立区立足立小学校 

・足立小学校 目の教室の紹介 
・レンズ練習「見てみてチャレンジ」の紹介 
・ミチムラ式漢字学習の紹介 

〇都立文京盲学校 
・進路指導 専攻科について 

◇令和７年１０月 6 日（月） 
〇葛飾区立立石中学校 

    ・中学校弱視通級指導学級の実践について 


